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⑧冷媒配管長と追加チャ ー ジ量の記入
●電装ボックスカバー表面に “ 記入ラベル ’'がありますので各所定欄に冷媒配管長と追加チャ ージ量等の内容を記入してく

ださい。また記入後には付属の ‘‘ シール用ラベル'’を上から貼ってください。

後日のメンテナンス時に必要となりますので必ず記入してください。
※工場出荷冷媒量は、本体銘板に記載されています。

フロン排出抑制法 算§一種i特：定製品
この製品には冷媒として、HFCが使われています。
1)フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。
2)この製品を廃棄・整備する場合には、 フロン類の回収が必要です。

冷媒未回収の機器は引渡し禁止です。
3)冷媒の数量は、接続室内ユニット台数、配管長等により異なります。

システム全体での数量は、室外ユニットに記載されています。
4)使用しているフロン類の地球温暖化係数は、2090です。

⑨冷媒配管口について
●雨水や異物がユニット内に入り込まないように、冷媒配管口の隙間（霞璽暑部）はコ ーキングやパテ等を用いて埋めて

ください。
※この作業は配管取出方向が下側の場合も行ってください。

． 
0 . 0 

配管カバー ＇ 0 。 ｀

配管取出方向が前側の場合 配管取出方向が下側の場合

」RA（一般社団法人日本冷凍空調工業会） GL-14「冷凍空調機器の冷媒漏えい防止ガイ
ドライン」に基づく冷媒漏えい点検・冷媒漏えい点検記録簿への記載のお願い

●本製品を所有されているお客様には、製品の性能を維持していただくために、また冷媒フロン類を適切に管理してい
ただくために、上記ガイドラインに基づき、設置時および設置後の定期的な冷媒漏えい点検をお願いしています。
本製品を設置後、以下の対応をお願いします。
・所定の冷媒漏えい点検の実施および点検結果の「漏えい点検記録簿」への記録
•今後の漏えい点検周期についてのお客様への説明

●漏えい点検記録簿は、取扱説明書・据付工事説明書とともにお客様で保管していただくように依頼してください。
●漏えい点検および記録簿への記載については、漏えい点検資格（下記※参照）が必要です。

詳細は販売店または弊社窓口にお問い合わせ、または下記サイトをご賢ください。
」RA GL-14について https://www.jra ia.or.jp/ 

※フロン漏えい点検制度 https://www.jarac.or.jp/ 

Printed in Japan 
ACXF60- l 7894 
BE03 l 6-40524 
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●施工補足

1）冷媒配管の取り回しに関する注意

GHP と EHP では、室外機の冷媒配管取り出し方向が異なりますので、冷媒配管の取り回しを考慮して
EHPの設置方向を決定してください。
GHP：背面側が冷媒配管取り出し方向（ロゴがある側が正面側となります）
EHP：正面側が冷媒配管取り出し方向（ロゴがある側が正面側となります）

《室外機の正面を合わせる場合（防振架台を使用しない場合）》

冷媒配管　右 冷媒配管　左

EHP　右

GHP 

EHP 

EHP　左 GHP 

EHP 

200ｍｍ以上 200ｍｍ以上 

●GHPの正面に配管を施工しないでください。メンテナンスの妨げになります。
●EHP正面300mm以内に配管、配線を施工しないでください。メンテナンスの妨げになります。
●GHPとEHPの間にEHPの冷媒配管を通す場合、配管ラッキングのために200mm以上の間隔を空けてくだ
さい。

《配管取り出し方向を合わせる場合（防振架台を使用しない場合）》

冷媒配管　右 冷媒配管　左

EHP　右 GHP EHP 

300ｍｍ以上 
300ｍｍ以上 

EHP　左

300ｍｍ以上 

EHP GHP 

300ｍｍ以上 

●EHP正面300mm以内に配管、配線を施工しないでください。メンテナンスの妨げになります。

1. 室外ユニット据付工事
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《防振架台を使用する場合》

※GHPのみ防振架台（EHPは防振マット）を使用する場合およびGHP・EHP共に防振架台を使用する場合は、
下記に従ってください。

GHPとEHPの配管合流部はGHPの冷媒配管取り出し口から1.5m以上離れた位置とし、GHPの冷媒配管は各
室外機毎に1.5m以上離れた場所で固定してください。
1.5m未満の位置で合流、固定を行なうと、振動による配管破損の原因となります。

冷媒配管　右 冷媒配管　左

EHP　右

GHP EHP 

300ｍｍ以上 

1.5ｍ以上 

1.5ｍ以上 

300ｍｍ以上 

1.5ｍ以上 

1.5ｍ以上 

EHP　左

300ｍｍ以上 

GHP EHP 

1.5ｍ以上 

200ｍｍ以上 

1.5ｍ以上 

正面 正面 

300ｍｍ以上 

1.5ｍ以上 

1.5ｍ以上 

200ｍｍ以上 

●GHPの正面に配管を施工しないでください。メンテナンスの妨げになります。
●EHP正面300mm以内に配管、配線を施工しないでください。メンテナンスの妨げになります。
●GHPとEHPの間にEHPの冷媒配管を通す場合、配管ラッキングのために200mm以上の間隔を空けてくだ
さい。
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2）防雪フードの使用について

※室外ユニットの騒音や排ガスによる臭いが、近隣に影響を及ぼさないよう、フードの設置方向や排気延長キット
との組み合わせなど設置時に、配慮してください。

●防雪フードの吹出方向は、下図のようにユニット上部にある排気トップが吹出側になるように設置してくださ
い。…
反対方向に設置した場合、排気が防雪フード内で滞留し、フード、天井パネルに結露、氷結することにより、機
器に不具合が発生する可能性があります。…
周囲の環境状況により、吹出し方向を反対方向に設置する必要がある場合は、排気延長キットを設置し、排気が
防雪フードの外へ排出されるようにしてください。

排気トップ

左側面図

●GHP本体の上部には右図に示すように、冷却水封入口があります。防雪フードを使用する場合には、冷却水の
補充やエアー抜きができるように手配時に配慮してく
ださい。

3）架台上に室外ユニットを設置する場合

●安全にメンテナンス作業を行うため高い基礎上に室外ユニットを設置しメンテナンス時に脚立等の使用が必要
な場合には図のようなメンテナンス空間を設け、脚立等に乗らずに作業できるようなスペースを設けてくださ
い。また、落下の危険がある場合には手すり等の安全策を講じてください。

冷却水封入口

背面側

室外ユニット

作業スペース

架台

1. 室外ユニット据付工事
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（2）冷媒配管相当長

配管系統に使用する継手部品の直管相当長さは、下表を参照して配管システムの設計を行います。

●継手部品の直管相当長さ（表3）	 単位[m]
吸込管または
太管（ガス管） φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1

90°エルボ 0.15 0.3 0.35 0.42 0.48 0.52 0.57 0.7 0.79

45°エルボ 0.1 0.23 0.26 0.32 0.36 0.39 0.43 0.53 0.59

ティーズ 0.2 0.5 0.5 0.6 ― 0.8 0.9 0.9 ―

ソケット 0.05 0.1 0.11 0.12 ― 0.14 0.16 0.18 ―

U字管曲げ
（R60～ 100mm） 0.7 0.9 1.05 1.26 1.44 1.56 1.71 2.1 2.37

トラップベンド 1.8 2.3 2.8 3.2 3.8 4.3 4.7 5.0 5.8

分岐管 0.5

ヘッダー配管 1

●曲げパイプの直管相当長（表4）

R―d
相　当　長

45°曲げ 90°曲げ 180°曲げ

0.5 25.0×d 40.0×d 53.5×d

1.0 12.0×d 18.5×d 25.8×d

1.5 7.8×d 12.2×d 16.4×d

2.0 6.4×d 10.0×d 13.4×d

2.5 5.9×d 9.2×d 12.3×d

3.0 5.7×d 9.0×d 12.0×d

3.5 5.9×d 9.2×d 12.2×d

4.0 6.4×d 10.0×d 13.4×d

4.5 7.1×d 11.0×d 14.8×d

計算例

d：外径
R：曲げ半径

（例）
19mmのパイプを半径30mmで90°曲げた場合
　　　　（d=19・R=30）

表より
相当長=12.2×19=231mm
0.23mになる

R―d 　=　 3019 　=　1.57
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（3）分岐管施工要領

・APR-P160B

機種名 組合わせ配管仕様内容
APR-P160B 部品　1 部品　2

1. 室外ユニット据付工事
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・APR-P680B
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機種名 APR-P680B

セット内容

部　品　名 部品　1 部品　2
分　岐　管 1個 1個
断　熱　材 1個 1個
レデューサー 5個 3個
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・SGP-PCH1400K
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機種名 SGP-PCH1400K

セット内容

部　品　名 部品　1 部品　2
分　岐　管 1個 1個
断　熱　材 1個 1個
レデューサー 10個 5個

1. 室外ユニット据付工事
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（4）ヘッダー配管施工要領

●ヘッダー配管は、下図に示す向きにて使用してください。特に垂直使用の場合には、注意してください。

〈垂直使用〉

②水平上向き使用

●室内ユニット側の冷媒配管サイズに合わせヘッダー配管の分岐部分を切断し、使用してください。

●室内3台で使用する場合、3台分は室内ユニット側の冷媒配管サイズに合った所で切断し、結合してください。
使用しない所はそのまま状態で使用してください。

●室内5～ 8台使用する場合は下図のようにヘッダー配管を2個結合して使用してください。
〈ヘッダー配管の結合〉

●配管の切断位置は下図を参照してください。

●詳細については、据付工事説明書を参照してください。

〈水平使用〉

①水平横向き使用
・15°～ 30°傾けて使用してください。
・室内ユニット側分岐配管は、下図の
ように必ず1度立ち上げてから横引
き配管してください。
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（5）冷媒配管接続作業

・冷媒配管材料
材質：JIS H 3300「銅管および銅合金継目無管」りん脱酸銅（C1220）
配管径サイズ：配管サイズは表1によるものをご使用ください。

表1.配管を新設する場合	 単位 mm
配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1
肉厚 T0.8 T0.8 T1.0 T1.2 T1.0 T1.0 T1.0 T1.0 T1.1 T1.35
タイプ O材 1/2H材またはH材

1. 室外ユニット据付工事
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（1）据付工事説明書（電気工事編）
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-1-

据付、電気工事は、販売店または専門業者に依頼してください。
ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電・火災等の原因になります。
据付工事は、“据付工事担当のかたへ”“電気工事担当のかたへ”に従って確実に行ってください。　
据え付けに不備があると、冷媒漏れ、水漏れ、感電、火災等の原因になります。
電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および“ 据付工事
担当のかたへ”“電気工事担当のかたへ”に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
電源回路容量不足や施工不備があると、感電・火災の原因になります。
配線は、所定のケ－ブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケ－ブルの外力が伝わらないように確実
に固定してください。接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
小部屋へ据え付ける場合は万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が必要です。
限界濃度を超えない対策については販売店と相談して据え付けてください。万一、冷媒が漏洩して限界濃
度を超えると酸欠事故の原因になります。
据え付けは、重量に十分耐えるところに確実に行ってください。
強度が不足している場合は、ユニットの落下により、けがの原因になります。
作業中に冷媒ガスが漏れた場合は換気をしてください。冷媒ガスが火気に触れると有毒ガスが発生する原
因になります。
設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認してください。
冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒ－ター、スト－ブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因
になります。
ア－ス工事を行ってください。（電気工事士の資格のある方が行ってください。）
ア－ス線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のア－ス線等に接続しないでください。
ア－スが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。
漏電しゃ断器を取り付けてください。
漏電しゃ断器が取り付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

警告

注意
●可燃性ガスの漏れるおそれのある場所への設置は行わないでください。

万一ガスが漏れてユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。

据付工事説明書　電気工事担当のかたへ U-ESH280T1R＊

82664140113000

室外ユニットには他に「据付工事担当のかたへ」「試運転担当のかたへ」の据付工事説明書が添付してあります。
必ず参照してください。

ＧＨＰと併用設置する場合は、ＧＨＰ室外ユニットの「据付工事説明書（据付編）」をご覧ください。

安全上のご注意
据付工事、電気工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
ここに示した注意事項は、「　　警告」、「　　注意」に区分していますが、いずれも安全に関する重要な内
容を記載していますので、必ず守ってください。表示と意味は次のようになっています。

■
■

据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに“ 取扱説明書 ”にそってお客様に
使用方法、お手入れのしかたを説明してください。また“ 据付工事担当のかたへ ”、“ 電気工事担当
のかたへ”は、“取扱説明書”とともに、お客様で保管いただくように依頼してください。

※

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

警告

注意
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１．電気配線工事について
a 配線容量

機種（U-）
項目

ス イ ッ チ 容 量 A
ヒ ュ － ズ 容 量 A

漏電しゃ断器
容　　量 A
漏れ電流 mA
動作時間 sec

電　源　配　線
（金属管・塩ビ管）
電圧降下基準2％

電源最小太さ  ※ 1

こう長 25ｍまで
50ｍまで
75ｍまで

ア ー ス 線 太 さ
室内外操作線太さ

基準電流値　※ 2 A

ESH280T1R＊
（10 馬力相当）

60
50

14mm2

50
  30
  0.1

14mm2

（38）

22mm2

38mm2

8mm2

38
0.5mm2 ～ 2mm2（総延長 1000ｍまで） 2mm2（総延長 2000ｍまで）

電源最小太さ（　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
電源配線は６００Ｖビニール電線を使用基準とします。
基準電流値は配線選定の際に使用した数値で、運転範囲中の最大電流値を示します。
供給電源量も基準電流値に基づいて選定してください。

※ 1

※ 2

信号線（１）室内外操作線
●

●

配線

線種

無極性2線式

エコ電線記号
EM-CEE

ECO120

EM-ECTF
EM-EEF

EM-CPEES

EM-K-CPEE

EM-MEE-S

従来記号
CVV

VCT

VCTF
VVF

CPEVS

KPEVS

MVVS

名称（従来名称）
制御用耐燃性ポリエチレンシースケーブル（制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル）
耐燃性ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型ケーブル
（ビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル）
耐燃性ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型コード（ビニルキャブタイヤ丸型コード）
６００Ｖ耐燃性ポリエチレンシース平型ケーブル（６００Ｖビニル絶縁ビニルシース平型ケーブル）
通信用シールド付き市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル
（シールド付き市内対ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）
計装用シールド付き市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル
（シールド付き市内対ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）
しゃへい付きマイクロホン用耐熱性ポリエチレンコード（しゃへい付きマイクロホン用ビニルコード）

適用規格
JIS C 3401
JCS4501
JIS C 3312
JIS C 3306
JIS C 3342

－

JIS C 5402

JCS 4271

※エコ電線について： 紫外線（日光、照明など）の影響を受ける場合
は、遮光するか耐紫外線用をご使用ください。

信号線（２）リモコン配線、リモコンわたり配線
●

●

配線

線種

無極性2線式

エコ電線記号
EM-CETF

ECO120

EM-MEE-S

従来記号
CVTF

VCT

MVVS

名称（従来名称）
耐燃性ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型コード（ビニルキャブタイヤ丸型コード）
耐燃性ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型ケーブル
（ビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル）
しゃへい付きマイクロホン用耐熱性ポリエチレンコード（しゃへい付きマイクロホン用ビニルコード）

適用規格
JIS C 3306
JCS4501
JIS C 3312
JCS 4271

●
●

線の太さ
線長

0.5ｍｍ2 ～ 1.25ｍｍ2

総配線長MAX500mまで
（グループ内にワイヤレスリモコン、バックライト付
簡単リモコンがある場合は400mまで）
リモコンわたり配線の総配線長は200mまで
（ℓ1+ℓ2+ℓ3+・・・・・・ℓn＝ＭＡＸ200ｍ）

・
・

・

室内ユニット1 室内ユニット2 室内ユニット3 室内ユニット8

MAX8台

リモコン

ℓ1 ℓ2 ℓ3 ℓn

注意事項 1．信号線（１）（２）は、誤作動防止のため、動力線と併走しないでください。
2．当社製空調機用電源配線との離隔距離は50mm以上としてください。
3．その他の動力線との離隔距離は300mm以上としてください。
4．上記の離隔距離以内で併走する場合は、どちらかを鉄製の電線管に入れてください。
5．シールド線を使用する場合は片側をアースとしてください。
6．信号線（１）（２）は電源配線と同一ケーブルで配線しないでください。（図1）
7．信号線同士を多芯ケーブルで配線しないでください。（図2）

多芯ケーブル
}ユニット間

}電源

(図1)

多芯ケーブル

A
B
C
D

A
B
C
D

(図2)

信号線

● 室外ユニット電源端子板容量
室外ユニット

280 形
端子板容量

100A
電線最大太さ

38mm2

2. 室外ユニット電気工事
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b 電気配線工事は下記の電気配線系統図およびユニット貼付の電気回路図を参照
してください。

ア－ス ア－ス ア－ス ア－ス

ア－ス

プルボックスプルボックス

プルボックス

リモコンわたり配線（最多８台まで）
グル－プ制御用

室内外操作線

U２

漏電しゃ断器

リモコン
（別売品）

リモコン
（別売品）

１φ２００Ｖ

３φ２００Ｖ

漏電しゃ断器

リモコン配線

ＲＳＴ

４
室内ユニット

３
室内ユニット

２
室内ユニット

１
室内ユニット

室外ユニット

U１

（別売品）
リモコン

２ＲＳＴ１

２１

２ＲＳＴ１

２１

２ＲＳＴ１

２１

２１ ２１ ２１

２ＲＳＴ１

２１

＜基本配線図＞

電気配線系統図●

個別リモコン制御・グループ制御１）

１リモコンで複数台グル－プ制御する場合●
この“グル－プ制御”は複数台の室内ユニット（最多８台）を１グル－プとして１個のリモコンで
操作するものです。

●
●
●

●

リモコン配線、リモコンわたり配線、室内外操作線には、極性はありません。
室内ユニットの電源配線は、冷媒系統毎に配線接続してください。
全ての室内ユニットは、室内ユニットの電源端子板を利用した、わたり方式による電源引き込みは
できません。プルボックスで中継してください。
電源配線は６００Ｖビニール電線を使用基準とします。

● この制御を行う時は、必ず室内ユニットセンサー（ボディーセンサー）で使用してください。
工場出荷状態で室内ユニットセンサーになっていますので、特に変更の必要はありません。

＜グループ制御＞

集中制御2）
注）集中制御については、ＧＨＰ室外ユニットの「据付工事説明書」をご覧ください。

注意
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電気配線工事は下記の電気配線系統図およびユニット貼付の電気回路図を参照
してください。
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集中制御

● 室内外操作線の注意事項

1．室内外操作線接続用端子板に AC200V の配線接続をしていないか確認してください。

※ 誤って AC200V を印加した場合は、室外コントロール基板のヒュ－ズ（FUSE3，0.4A）が溶断して基板
を保護します。
その場合は、配線接続を正しく修正した後、基板に接続されている 2P コネクタ（青、OC、CN76）をは
ずして、２Ｐコネクタ（茶、EMG、CN69）に差し替えてください。
そして、ジャンパー（JP11）をカットしてください。

（作業は必ず電源を OFF にしてから行ってください。）

ＪＰ１１
ジャンパー

２Ｐコネクタ，茶
ＥＭＧ   ，ＣＮ６９

ヒューズ，ＦＵＳＥ３２Ｐコネクタ，青
ＯＣ，ＣＮ７６

2. 室外ユニット電気工事
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室外ユニット電気配線3）

280 形

U1 U2

R S T

R S T

配線パネル

電装ボックス

電源用端子板
締付トルク：6.2±0.2N･m

室内外操作線U1・U2
端子板（2Ｐ）

締付トルク：1.25±0.25N･m

アース端子
締付トルク：8.2±0.4N･m

電源配線はＲ，Ｓ，Ｔそれぞれ
クランパー（現地手配）で
固定してください

丸形圧着端子（現地手配）を使用して接続してください。
圧着部は絶縁スリーブ（現地手配）を取り付けてください。
より線は、はんだ仕上げして使用しないでください。
１個の端子に２本配線する場合は、圧着端子の平面部を合わせて配線してください。

クランパーで固定してください
固定は必ず被覆部で行ってください

注）本右側 2Ｐ端子板は使用しません。

φ28（室内外操作線配線口）
（ノックアウトホール）

ホルソー
穴あけスペース
（最大穴径φ４８まで）

φ60（電源配線口）
（ノックアウトホール）

配線パネル正面 配線パネル底面

●
●

●

室外ユニットへの電気配線は必ず防水型コンジットを使用してください。
電源接続用パネルは電線管の太さに合わせてホルソーにて穴をあけ配線してください。
穴を開けた後はバリを取り除き、防錆のためにエッジおよび周囲の端面に補修用塗料を塗布するこ
とを推奨します。
配線口より内部に雨水などが入らない構造にしてください。

注意
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C 電気工事についてのご注意

警告 電気配線は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」およびパッケージエアコンの電
源仕様に従ってください。また、事前に各電力会社の指導に従ってください。

●
●

●
●

●
●
●

●
●

●

電源は必ず専用の分岐回路からとってください。
電源は必ず正相で接続してください。本ユニットは逆相保護回路を搭載していますので、逆相保護回路
作動時は、三相のうち二相を入れ替えてください。
電源配線および室内外操作線は冷媒配管や熱交換器、バルブなどに触れないようにしてください。
室外ユニットへの電気配線は“ 配線パネル ”に電線管の太さに合わせてホルソ－にて穴をあけ配線して
ください。内部に雨水などの入らない構造にしてください。
室内ユニットの配線終了後、各配線口のすきまをパテでシ－ルしてください。
配線は誤配線のないように接続してください。（機器を破損するおそれがあります。）
電源配線（AC200V 等）とリモコン配線および室内外操作線は、同一ケーブルで配線したり配線同士を
近づけたりしないでください。
リモコン配線および室内外操作線は電源配線と違いのわかる信号線を使用してください。
エアコンの電源コ－ド、室内外操作線はテレビ、ラジオ、ステレオ、インタ－ホン、パソコン、ワ－プロ、
電話などの本体、および、アンテナ線や信号線、電源コ－ドなどから 3m 以上離してください。ノイズ
で影響を受ける場合があります。
特に電波の弱い地域では、電源配線と室内外操作線、リモコン配線は、それぞれ別の金属管に入れ、金
属管をアースし、リモコン本体は、鉄製の箱に収納してください。
力率改善用進相コンデンサは本ユニットに取り付けないでください。本ユニットはインバーター装置を
内蔵しており、進相コンデンサを取り付けると力率改善効果が期待できないだけでなく、高周波による
コンデンサ異常過熱事故のおそれがあります。

２．リモコン (別売品 ) の取り付けかた
●
●
●
●
●

別売のリモコンに付属しています説明書を参照してください。
リモコン配線は確実にリモコンと室内ユニットのリモコン配線用端子板と接続してください。
リモコンおよびリモコン配線は、ノイズを受けないよう設置してください。
リモコン配線に接続可能制御機器の最多台数は、2 台までです。
冷媒系統をまたがり、一部の室内ユニットをグループ制御することは、禁止です。
実施した場合は、モード不一致になることがあり、一部の室内ユニットが停止になります。

３．漏電しゃ断器は必ず取り付けてください

警告 取り付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●
●

漏電しゃ断器は電流動作形・高周波対応品を使用してください。
地絡保護用の漏電しゃ断器を使用する場合は、ヒューズ付負荷開閉器または配線用しゃ断器と組み合わせて
使用してください。

４．アース工事は必ずおこなってください

警告 アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

●
●

ア－ス端子は電装ボックス内部にあります。（接地工事はＤ種接地工事（旧第三種接地工事）です。）
静電気による帯電およびノイズを吸収するため、据え付けの際は必ずア－ス工事を行ってください。

2. 室外ユニット電気工事
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（1）既設配管対応判定フロー

既設配管が再利用可能か？
配管サイズ・配管長制限を満足するか？

配管新規施工 

Yes 

既設配管内の汚れは問題ないか？
色相は問題ないか？ 残渣物・磨耗粉が残っていないか？

配管洗浄なし 配管洗浄あり 

既設ユニットの冷凍機油は適合しているか？ 
［鉱物油］：suniso・フレオール S・MS
［合成油］：アルキルベンゼン系（HAB、バーレルフリーズ）・

エステル系・エーテル系（PVE のみ）
※ 既設機が GHP 且つ PAG 油（HP-5S/7/9、PR など）を 

使用していた場合、または不明の場合には要配管洗浄    

Yes 

No 

既設機での圧縮機トラブル暦はないか？
レアショート・水分チョーク・酸化スケール等異物混入はないか？

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

E-53

3. 試運転要領 施工編



（2）<ケース1>　既設配管利用の場合（配管洗浄なし）

②各種設定・確認 

⑥GHP（親機）から強制試運転モード
　にて試運転実施  

⑦機器異常確認および運転データ確認 

⑧作業終了 

①機器入れ替え・施工確認 

④GHP 単独で強制暖房試運転（30 分） 

③パッケージエアコンの閉鎖弁（液 / ガス / バ
ランス）を「全閉」GHP の室外メイン基板より
室外ユニット接続台数を 1 台に設定
パッケージエアコンの電源ブレーカを off   

⑤パッケージエアコンの閉鎖弁（液 / ガス / バ
ランス）を「全閉」GHP の室外メイン基板より
室外ユニット接続台数を 2 台に設定
パッケージエアコンの電源ブレーカを on  

3. 試運転要領
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（3）<ケース2>　既設配管利用の場合（配管洗浄あり）

⑪作業終了 

②各種設定・確認 

⑤オイル（FV68S）入替 

⑥手順④⇔⑤を 3 回実施 

⑦オイル（FV68S）入替 

⑨GHP（親機）から強制試運転モードにて
　試運転実施  

⑩機器異常確認および運転データ確認 

①機器入れ替え・施工確認 

④GHP 単独で強制暖房試運転で
　　　　　　　　　　　　共洗洗浄（30 分） 

③パッケージエアコンの閉鎖弁（液 / ガス / バ
ランス）を「全閉」GHP の室外メイン基板より
室外ユニット接続台数を 1 台に設定
パッケージエアコンの電源ブレーカを off   

⑧パッケージエアコンの閉鎖弁（液 / ガス / バ
ランス）を「全閉」GHP の室外メイン基板より
室外ユニット接続台数を 2 台に設定
パッケージエアコンの電源ブレーカを on  
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（4）<ケース3>　配管新規施工の場合

①施工確認 

②各種設定・確認 

③GHP（親機）から強制試運転モードにて試運転実施 

④機器異常確認および運転データ確認 

⑤作業終了 

3. 試運転要領
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